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No. ６８４

月号
２０１５7月号
２０１５

稲の苗をしっかりと
　６月 10 日　 、市内４小学校の田植え体験学習が幌糠で行
われました。参加した児童たちは、ヌルッとした田んぼの感
触に歓声を上げたり、足をとられてよろけながらも田植え体
験を楽しんでいました。

■■ 今月の主な内容 ■■

　　

留萌おもいやり・
            おもてなし物語
留萌市情報アンテナ

く ら し の お 知 ら せ

健  康  ひ  ろ  ば

　　

-

-

　　

連 載／地域創生 

特 集／マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）が
　　　 始まります

特 集／地域ぐるみでの医療人育成に取り組んでいます

特 集／納税の義務と滞納者への対処について

-

-

-

-

No. ６８８
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ど
の
増
加
」「
地
域
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
を
活
用
し
た
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物

の
開
発
」「
野
菜
生
産
面
積
の
増
加
」「
地
場

農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
数
の
増
加
」

の
４
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
「
新
た
な
農
業
技
術
を
活

用
し
た
担
い
手
の
確
保
」
と
し
て
、
耐
雪

型
の
実
験
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、新
技
術（
養

液
栽
培
な
ど
）
に
よ
る
農
作
業
環
境
を
設

備
し
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
と
新
規
就

農
者
の
冬
期
の
就
労
機
会
な
ど
の
確
保
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
や
販
売
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
人
材
を
養
成
し
、
高

品
質
か
つ
付
加
価
値
の
高
い
野
菜
の
栽

培
、
供
給
体
制
の
確
立
、
新
た
な
販
路
の

開
拓
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
地
域
資
源
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
と
し
て
、
地
域
に
存

在
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
（
も
み
殻
、
建

築
廃
材
、
間
伐
材
な
ど
）
の
収
集
、
貯
蔵
、

活
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
を
活
用
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
製
造

お
よ
び
燃
焼
試
験
に
取
り
組
み
ま
す
。　

　
「
地
域
が
連
携
し
た
集
落
活
性
化
の
取

組
推
進
」
と
し
て
、
市
街
地
（
商
店
街
）

と
の
連
携
に
よ
る
買
い
物
支
援
と
直
売
野

菜
の
集
荷
や
販
売
の
支
援
、
地
域
の
食
を

生
か
し
た
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
試
験
を

■
お
問
い
合
わ
せ
は

　

政
策
調
整
課 

☎
42-

１
８
０
９

　

http://w
w

w
.e-rum

oi.jp/

　
「
農
業
を
核
と
し
た
も
の
づ
く
り
拠
点

の
形
成
と
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事

業
は
、
国
の
「
地
方
創
生
先
行
型
」
交
付

金
事
業
の
１
つ
、
地
域
活
性
化
・
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
で
す
。

　

市
内
の
農
家
人
口
、
農
家
戸
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
、
北
海
道
立
総
合
研
究

機
構
中
央
農
業
試
験
場
に
よ
る
と
、
平
成

37
（
２
０
２
５
）
年
に
は
市
内
の
農
家
人

人
口
減
少
・
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト口

は
75
人
、
農
家
戸
数
は
29
戸
ま
で
減
少

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

新
た
な
農
業
の
担
い
手
の
確
保
に
向
け
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
技
術
に
よ
る
付

加
価
値
の
高
い
生
産
体
制
の
確
立
と
資
源

循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
掘
、
活
用
、
製

造
に
よ
る
も
の
づ
く
り
産
業
の
創
出
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
が
い
者
や
地
域
住
民
な
ど

が
参
画
し
た
農
産
加
工
品
の
開
発
を
通

じ
、
農
業
を
核
に
地
域
が
連
携
し
た
も
の

づ
く
り
環
境
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

成
果
目
標
と
し
て
、「
新
規
就
農
者
な

連
載
　
地
域
創
生
⑥

　
市
で
は
︑
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
︑
国
の

﹁
地
方
創
生
先
行
型
﹂
交
付
金
事
業
を
活
用
し
︑

﹁
農
業
を
核
と
し
た
も
の
づ
く
り
拠
点
の
形
成

と
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
︒

留萌市

▲農業を核としたものづくり拠点の形成と産業創出プロジェクトが目指すところ

▲農業を核としたものづくり拠点の形成と産業創出プロジェクトの概要

農
業
を
核
と
し
た

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物

加
工
品
開
発
」
と
し
て
、
付
加
価
値
の
高

い
地
場
野
菜
を
活
用
し
た
農
産
加
工
品
の

開
発
を
進
め
る
ほ
か
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
、
新
規
就
農
者
な
ど
の
冬
期
の
就
労
機

会
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

　

新
技
術
を
活
用
し
た
野
菜
栽
培
実
験
ハ

ウ
ス
は
、
閉
校
施
設
の
利
活
用
と
し
て
、

閉
校
し
た
幌
糠
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
設
置
し
ま
す
。

　

実
験
ハ
ウ
ス
は
、
幅
７
・
２
メ
ー
ト
ル
、

奥
行
き
50
メ
ー
ト
ル
の
耐
雪
型
で
、
平
成

27
年
度
に
２
棟
設
置
し
、
う
ち
１
棟
の
実

験
ハ
ウ
ス
に
、
暖
房
設
備
と
し
て
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
を
活
用
し
た
燃
焼
装
置
を
完
備

し
ま
す
。
ま
た
、
近
畿
大
学
が
持
つ
バ
イ

オ
コ
ー
ク
ス
の
製
造
技
術
を
用
い
て
、
も

み
殻
な
ど
を
加
熱
・
加
圧
し
た
固
形
燃
料

を
製
造
し
、
燃
焼
装
置
の
燃
料
の
一
部
と

し
て
使
用
し
ま
す
。

　

新
た
な
担
い
手
の
確
保

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
活
用

閉
校
施
設
を
利
活
用

実
験
ハ
ウ
ス
を
設
置

農業人口の増加！農業人口の増加！

農
業
を
核
と
し
た
も
の
づ
く
り
拠
点
の

形
成
と
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農
業
を
核
と
し
た
も
の
づ
く
り
拠
点
の

形
成
と
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農業を核としたものづくり拠点の形成と産業創出プロジェクト

①新たな農業技術を活用した担い手の確保
　・新技術を活用した野菜栽培実験ハウスを設置
　　し、新たな担い手と新規就農者の冬期の就労
　　機会などを確保

②地域資源循環型エネルギー活用システムの構築
　・豪雪、寒冷地帯における地域のバイオマス資源
　　を活用した冬期のハウス生産と熱供給システム
　　の構築による農業への活用試験

③地域が連携した集落活性化の取組推進
　・農村集落の活性化支援

④付加価値の高い農産物加工品開発
　・地域が連携したものづくり環境の構築

先 進

農 家

新たな担い手・

新 規 就 農 者

研究機関
（近畿大学）

地 元

企 業

留 萌 市

新 技 術 活 用
実 験 ハ ウ ス

連　携
技術支援

技術支援

技術提供・
育成支援

農 業 へ の 活 用

・留萌地域に存在する
　バイオマス資源を活
　用したエネルギーの
　製造・燃焼試験

・野菜栽培における技術
　支援

農家人口、農家戸数
いずれも減少傾向で推移

Ｈ 12 Ｈ 17 Ｈ 22 Ｈ 37
（予測）

462

328

235

75
135

100
78 29

100

200

300

400

500

農家人口（人） 農家戸数（戸）

新たな農業の担い手の
確保が課題

「新規就農者などの増加」

「地域資源・エネルギーなどを活用
した付加価値の高い農産物の開発」

「野菜生産面積の増加」

「地場農産物を活用した加工品数の
増加」
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　マイナンバーは、各機関が管理する個人の情報が同一の方の情報であることを
正確に確認するための基盤になり、さまざまなメリットをもたらします。

市・総務課　　４２‐１８０１

マイナンバー制度（社会保障・
税番号制度）が始まります

問

日
、
性
別
の
基
本
４
情
報
が
記
載
さ
れ
ま

す
が
、
通
知
カ
ー
ド
自
体
を
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
則
と
し
て
、
通
知
カ
ー
ド
は
、
住
民

票
の
世
帯
ご
と
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
住
民

票
の
住
所
と
異
な
る
所
に
暮
ら
し
て
い
る

方
は
、
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
居
住
し
て
い
る
市
町
村
に
住
民
票

を
移
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
社
会
保
障
や
税
、

災
害
対
策
な
ど
の
行
政
手
続
き
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
必
要
と
な
り
、
12
桁
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
表
記
し
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

（
図
３
）
が
申
請
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
ほ
か
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

性
別
の
基
本
４
情
報
、
顔
写
真
な
ど
が
表

示
さ
れ
、
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
に
は
、Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
搭
載
さ
れ
、

ｅ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
な
ど
の
電
子
申
請
を
行
う
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
29
年
１
月
か
ら
国
の
行
政
機
関

間
で
の
情
報
連
携
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
、

29
年
７
月
か
ら
は
国
の
行
政
機
関
、
地
方

公
共
団
体
を
含
め
た
情
報
連
携
の
開
始
を

12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入

手
続
き
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
は
、
国
民
一

人
ひ
と
り
が
12
桁
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
を
持
つ
こ
と
で
、
複
数
の
機
関

に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
を
同
一
の
方
の

情
報
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
行
い
、
社
会

保
障
や
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
個
人
情

報
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
国

が
導
入
す
る
制
度
で
す
。（
図
１
）

　

番
号
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
①
国
民
の

利
便
性
の
向
上
②
行
政
の
効
率
化
③
公

平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
の
３
つ
の
利
点

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
本
人
確
認
や
所
得
な
ど

の
情
報
が
確
認
し
や
す
く
な
り
、
住
民
票

な
ど
の
取
得
時
に
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

身
分
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
る
ほ
か
、

児
童
手
当
な
ど
の
申
請
時
に
、
課
税
証
明

書
な
ど
の
添
付
が
省
略
で
き
ま
す
。
複
数

の
行
政
機
関
な
ど
の
連
携
が
進
む
こ
と

で
、
重
複
し
て
い
た
作
業
が
減
り
、
こ
れ

ま
で
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
な
手
続
き
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給

状
況
な
ど
の
把
握
が
よ
り
正
確
に
な
る
た

め
、
不
当
に
負
担
を
免
れ
た
り
、
不
当
に

給
付
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
の
行
政
機
関
や

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
、
年
金
の
資
格
取

得
や
確
認
、
給
付
を
は
じ
め
、
税
金
に
お

け
る
確
定
申
告
手
続
き
、
災
害
発
生
時
の

被
害
者
台
帳
の
作
成
な
ど
法
律
で
定
め
た

事
務
に
限
り
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
一
人
ひ
と
り
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

通
知
す
る
た
め
、
通
知
カ
ー
ド
（
図
２
）

が
発
行
さ
れ
、
10
月
か
ら
全
戸
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
に
は
、
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
ほ
か
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

▲図１　マイナンバー（個人番号）について

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
可

　平成 27 年 10 月から、国民一人ひとりに

通知される 12 桁の個人番号をマイナンバー

といいます。個人が特定されないように、

住所地や生年月日などと関係のない番号が

それぞれに割り当てられます。

　また、法人には１法人に１つの法人番号

（13 桁）が指定されます。

マイナンバーとは・・・

「マイナンバーは、
　生涯にわたって使うもの」

通
知
カ
ー
ド
を
発
行

10
月
か
ら
全
戸
に
送
付

▲図２　通知カード（イメージ）

個人番号　○○○　○○○　○○○　○○○

生年月日　○○○○年○○月○○日

性　　別　女

氏　　名　番　号　　花　子

住　　所　北海道留萌市○○町○○ー○○

▲図３　個人番号カード（イメージ）

（表面）

（裏面）
個人番号　○○○○　○○○○　○○○○　○○○○

氏　名　　番号　花子

住　所　　北海道●市◇町１－１－１

2026 年●月○日まで有効

個人番号
カード

マイナンバーキャラクター
「マイナちゃん」

　住所が変わっても、マイナンバーは原則

変わりませんので、大切にしてください。

▲図４　マイナンバー制度実施の流れ

予
定
し
て
い
ま
す
。（
図
４
）　

　

国
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
で

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
つ
い
て
周
知

し
て
い
る
ほ
か
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
に
関
す
る
最
新
情
報
を
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.cas.go.jp/jp/
seisaku/bangoseido/index.htm

l

）
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
：
０
５
７
０

－

20

－

０
１
７
８
）
で
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
、

平
日
午
前
９
時
半
か
ら
午
後
５
時
半
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

平成 27 年 10 月以降

住民票の住所に通知
　住民票を有する方（住民票がある
外国人を含む）に、12 桁の個人番号

（マイナンバー）が通知されます。

平成 28 年　1 月

マイナンバーの利用開始
　税の手続きや年金、医療保険、雇用
保険などの社会保障の手続きで、マイ

ナンバーの利用が開始されます。申請

者への個人カード交付も始まります。

平成 29 年　1 月

個 人 ご と の ポ ー タ ル サ イ ト
 （マイナポータル）の運用開始
　マイナンバーを含む自分の情報をいつ、
誰が、なぜ提供したのか確認することが

できます。

平成 29 年　7 月

地方公共団体なども含めた
情報連携を開始
　情報連携により事務作業が確実かつ

スムーズになり、国民の負担が軽減し、

暮らしがもっと便利になります。
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　市では、札幌医科大学との連携協定の締結により、医療人材交流
拠点形成事業として医学生の研修の受け入れに取り組んでいます。

市・コホートピア推進室　　５６‐１５３５

地域ぐるみでの医療人育成に
取り組んでいます

問

札
幌
医
科
大
学
と
連
携
協
定

積
極
的
な
医
療
人
育
成
へ

　

市
で
は
、
地
域
を
理
解
す
る
医
療
人
材

育
成
の
拠
点
づ
く
り
を
目
的
に
、
平
成
24

年
か
ら
市
内
で
実
施
す
る
地
域
医
療
実
習

を
支
援
す
る
な
ど
医
療
人
材
交
流
拠
点
形

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、コ
ホ
ー

ト
研
究
や
医
学
生
の
医
療
実
習
な
ど
の
実

績
を
踏
ま
え
、
市
と
札
幌
医
科
大
学
は
、

25
年
５
月
22
日
に
連
携
協
定
を
締
結
し
、

医
学
科
、
看
護
学
科
、
作
業
療
法
学
科
、

理
学
療
法
学
科
の
４
学
科
の
学
生
を
対
象

に
し
た
地
域
医
療
実
習
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
26
年
度
ま
で
に
延
べ
90
人
の
学
生
が

留
萌
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
実
習
で
は
、
地
域
医
療
を
展

開
す
る
上
で
必
要
と
な
る
基
本
的
な
知
識

と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
す
る
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
学
び
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
が
抱
え
る
保
健
医
療

の
課
題
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
市
立

病
院
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ー
と
ふ

る
、
る
も
い
健
康
の
駅
、
市
内
の
介
護
施

設
な
ど
を
訪
れ
て
、
施
設
見
学
や
利
用
体

験
、
職
員
や
利
用
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
基
幹
産
業
に
従
事
す
る

人
た
ち
の
生
活
と
仕
事
を
知
り
、
職
業
に

関
連
し
た
疾
病
、
障
が
い
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
業
や
水
産
加
工

業
、
食
品
販
売
業
な
ど
に
取
り
組
む
市
内

の
企
業
へ
の
見
学
や
従
事
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

市
で
は
、
今
後
も
市
内
の
企
業
や
関
係

機
関
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
、
地
域
の
た
め
に
働
く
医
療

人
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲平成 26 年度地域医療実習に参加した医学生の感想

広報るもい　平成 27(2015) 年 ■７月号広報るもい　平成 27(2015) 年 ■７月号

▲地域医療実習受け入れ企業からのメッセージ

▲札幌医科大学  相馬仁教授が考える医療人育成の展望と期待

施
設
見
学
や
利
用
体
験
な
ど

医
療
実
習
で
地
域
を
学
ぶ

▲利用者にインタビューする医学生（るもい健康の駅）

札幌医科大学 医学部４年

河
か わ た

田　由
ゆ か

香さん

　留萌市では、健康増進に向けた取り組み
が盛んで、地域の皆さんも健康に対する意
識が高いということを学びました。また、
地域の皆さんとの交流で、医療への期待を
知ることができました。
　実習を通して、多職種で連携し、地域の
実情に合わせて医療を運営することで、地
域の皆さんの健康増進に貢献していけると
実感しました。実習に参加できたことに感
謝しています。

札幌医科大学

医療人育成センター

教育開発研究部門長

相
そ う ま

馬　　仁
ひとし

　教授

　札幌医科大学では、医学科、看護学科、

作業療法学科、理学療法学科の４学科合

同で地域医療実習を行っています。また、

医学部 6 学年学生や卒後の初期研修医、

後期研修医もまた留萌管内の医療や福祉

に関わる専門家の皆さんから直接指導を

受けています。

　多職種がかかわりあうチーム医療を意

識し、医学科、看護学科、作業療法学科、

理学療法学科の４学科合同で行われる 1

学年の地域滞在実習は、「地域医療基礎実

習」と名付けています。この教育を通して

学生たちは、地域医療を多角的に理解し、

自身の職種の役割を明確にしつつ、職種を超え

た連携の大切さを深く理解し、地域医療に必要

な能力への認識を高めていきます。

　これからも留萌地域と連携して実施している

地域医療教育について、できるだけ多くの地域

の皆さんに知らせ、意見や要望など皆さんの声

に耳を傾けて、地域医療教育の発展に生かし、

留萌に滞在して教育を受ける学生のさらなる成

長に繋がっていくことを望んでいます。

　現代の医療における課題は、病気の治療に関

することにとどまりません。高齢化に伴う要介

護者の増加、生活習慣病の増加、疾病の多様

化、患者・対象者のニーズの多様化など多岐に

わたっています。この課題に立ち向かっていく

ために、質の高い医療人を育てて行けるよう努

めていきます。

　医療・福祉施設をはじめ、街中でも学生の姿

を見かけられることもあるかと思います。地域

の皆さんに学生の存在を認め、見守っていただ

くことを切にお願いします。

平成 26 年度地域医療実習受け入れ先の皆さんに聞きました！

留萌信用金庫
総合企画部次長

池
い け だ

田　亮
あきら

さん

　当金庫は、「メディカル・カ
フェ」を医学生と共に開催し
ています。地域の声を直接聞
ける機会ということもあり、
医学生たちの一生懸命な姿を
毎回見ることができます。将
来の医療を担う人材に育って
いくことを願っています。

　医学生の皆さんは、熱心な
様子で実習に取り組んでい
て、とても感心します。実習
のあとに「楽しかった」と話
す学生が多く、嬉しく思いま
す。実習を通じて人と人との
触れ合いの大切さを伝えてい
けたらと考えています。

　医療実習は、地域の今を
知ってもらうためのきっかけ
として、有意義だと思います。
また、普段から農作業が中心
の生活をしていますが、医学
生たちと話をすることで、自
分の体のことにも関心を持つ
ようになりました。

特別養護老人ホーム
萌寿園
生活支援課長

福
ふくおか

岡　雅
まさふみ

文さん

佐藤ファーム
農業従事者

佐
さ と う

藤　剛
たかのぶ

信さん

地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
て
成
長

質
の
高
い
医
療
人
の
育
成
へ

留萌での実習に参加して



　

市
税
等
は
、
皆
さ
ん
が
生
活
し
て
い
く

上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
進
め
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。
市
税
等
の
滞
納
は
、
納
期
内
に
納
付

さ
れ
て
い
る
多
く
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性

を
欠
く
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
進
め
て
い
く
た
め
の
財
源
を
圧
迫
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
貴
重
な
財
源
を
確
保
す

る
た
め
、
今
後
も
悪
質
と
判
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
滞
納
者
に
は
、
引
き
続
き
各
種
財

産
調
査
や
差
押
え
な
ど
に
よ
る
滞
納
処
分

を
強
化
し
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
ん
で

い
き
ま
す
。

89 広報るもい　平成 27(2015) 年 ■７月号広報るもい　平成 27(2015) 年 ■７月号

　市税等は、快適で住みよいマチづくりを進め、健康で豊かな
生活を実現するために使われる大切な財源です。

市・税務課　　４２‐１８０４

納税の義務と滞納者への
対処について

問
　

延
滞
金
は
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
発
生

し
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
計
算
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
納
期
ご
と
に
対
象
と
な
っ
て
い

る
市
税
等
が
納
付
さ
れ
た
と
き
に
確
定
し

ま
す
。
延
滞
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
た
方
と
の
公
平
性
を
図
る
た
め
の
も
の

で
、
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

延
滞
金
が
発
生
し
た
場
合
は
、
納
付
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
期
日
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
延
滞
金
だ
け
を
滞

納
し
て
い
る
場
合
で
も
差
押
え
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

市
税
等
は
、
市
内
の
金
融
機
関
や
郵
便

局
、
市
・
税
務
課
で
納
付
で
き
ま
す
。
納

付
書
読
み
取
り
式
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
あ
る
郵
便

局
（
一
部
除
く
）
で
は
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
税
目
の
納
期
限
は
、
左
記
の
と
お
り

で
す
。（
図
３
）

　

失
業
や
病
気
療
養
な
ど
や
む
を
得
な
い

事
情
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
市
・
税
務

課
へ
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
、

仕
事
な
ど
に
よ
り
、
市
役
所
の
通
常
開
庁

市
税
等
は
自
主
納
付
が
原
則

時
間
内
に
納
付
や
相
談
で
き
な
い
方
は
、

夜
間
・
休
日
納
税
相
談
窓
口
を
定
期
的
に

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
図
４
）

　

納
付
方
法
の
１
つ
に
、
口
座
振
替
が
あ

り
ま
す
。
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
市
内

の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
市
・
税
務
課
で

行
え
ま
す
。
郵
便
局
で
口
座
振
替
さ
れ
る

場
合
は
、
直
接
郵
便
局
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

市
は
、
市
税
等
の
納
期
内
の
自
主
納
付

な
ど
皆
さ
ん
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
協
働
に
よ
る
マ
チ
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

国
民
の
３
大
義
務
の
１
つ
と
し
て
、
憲

法
に
「
納
税
の
義
務
」
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
市
税
等
は
、
決
め
ら
れ
た
納
期
限
ま

で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

　

こ
の
た
め
、
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
税
等
を
納
め
な
い

と
い
っ
た
納
税
の
意
識
が
低
い
方
に
対
し

て
は
、
差
押
え
を
し
、
所
有
し
て
い
る
財

産
を
金
銭
に
換
え
、
滞
納
し
て
い
る
市
税

等
に
充
て
て
整
理
し
ま
す
。

　

市
税
等
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
納
期
限
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
納
税
通
知
書
に
記
載
さ

れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合

は
、
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
送
付
後
も

納
付
が
無
い
場
合
に
は
、
差
押
え
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
市
で
は
、
う
っ
か

り
し
た
納
め
忘
れ
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
電

話
や
文
書
に
よ
る
催
告
に
よ
り
自
主
納
付

を
促
し
ま
す
。

　

市
税
等
を
納
付
し
な
い
、
納
税
の
意
思

を
示
さ
な
い
な
ど
と
い
っ
た
場
合
に
は
、

滞
納
処
分
を
す
る
た
め
の
財
産
調
査
を
し

ま
す
。
そ
の
結
果
、
差
押
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
産
を
発
見

し
た
場
合
に
は
、
差
押
え
を
し
ま
す
（
図

１
）。
給
与
や
年
金
な
ど
の
差
押
え
は
、

対
象
と
な
っ
て
い
る
滞
納
額
が
整
理
さ
れ

る
ま
で
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
継

続
し
ま
す
。　

　

差
押
え
は
、
法
に
基
づ
く
行
政
処
分
の

た
め
、本
人
の
同
意
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
行
為
に
必
要
な
情
報
は
、

公
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
個
人
情
報
に
は
あ

た
り
ま
せ
ん
。

　

財
産
調
査
や
差
押
え
な
ど
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
本
人
の
周
囲
や
勤
め
先
に

市
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
、
本
人
の
信
用
に
も
か
か

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
市
が
行
っ
た
差
押
え
の

件
数
と
金
額
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
図
２
）

　

財
産
調
査
や
差
押
え
な
ど
を
行
っ
た
結

果
、
滞
納
処
分
の
留
保
な
ど
に
至
る
状
況

に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
速

や
か
に
そ
れ
ら
の
措
置
を
行
い
ま
す
。

　

▲図２　平成 26 年度差押えの件数と金額

財
産
調
査
後
に
差
押
え
執
行

延
滞
金
の
滞
納
も

差
押
え
の
対
象
に

市
税
等
の
納
付
・

相
談
は
お
早
め
に

▲図３　各税目の納期限（※原則、各月の末日が期限）

給 与

年 金

動 産・ 不 動 産

国税還付金等

そ の 他

合 計

件　数（件） 金　額（円）

※金額には道民税を含む

17

13

0

8

69

107

1,263,400

1,132,600

0

1,239,598

2,737,330

6,372,928

▲図１　滞納者への対処の一例

督促状を送付

電 話・ 文 書 催 告

財産がない場合

差押えを執行

財産がある場合

給 与 や 年 金、 不 動 産 な ど の 財 産 調 査

滞納処分の留保など

▲図４　平成 27 年度夜間・休日納税相談窓口の日程

市役所２階

税 務 課

夜間納税相談窓口 休日納税相談窓口
第 ４ 木 曜 日
17：20 ～ 20：00

第 ４ 日 曜 日
９：00 ～ 17：00

平成 27 年

平成 28 年

月
月

月

月

月

月

月

月

月

７

８

９

10

11

12

１

２

３

※納税推進強調月間（10 月・11 月・12 月・３月）は、第２
　木曜日も夜間相談窓口を開設

23 日

27 日

24 日

８日・22 日

12 日・26 日

10 日・24 日

28 日

25 日

10 日・24 日

26 日

23 日

27 日

25 日

22 日

27 日

24 日

28 日

27 日

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

固定資産税（１期）

市道民税（１期）

固定資産税（２期）

市道民税（２期）

固定資産税（３期）

市道民税（３期）

固定資産税（４期）

市道民税（４期）

軽自動車税（全期）

国民健康保険税（１期）

国民健康保険税（２期）

国民健康保険税（３期）

国民健康保険税（４期）

国民健康保険税（５期）

国民健康保険税（６期）

国民健康保険税（７期）

国民健康保険税（８期）

税 目 期 別

◎勤務先などに対し、給与や年金の支給状況
　などを調査
◎収入先や取引状況などを調査
◎不動産の所有状況や抵当権、借入残債などを
　調査
◎自宅などを捜索し、貴金属や宝飾品などの
　所有状況を調査
◎家族や親戚、近隣住民への生活状況などの
　聞き取り調査　　　　　　　　　　　　   など

項　目

月
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問い合わせ
電話　　　ファクス
ホームページ
メールアドレス

10

問
FAX

ＨＰ
メール

日 所 対 定 費 内 申

今月も知っておきたい情報が満載です！

くらし   お知らせの
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▼夏季は、細菌性の食中毒が多発する時期です。食
中毒予防の三原則を守り、食中毒を起こさないよう
に注意しましょう。
●食中毒予防の三原則
①清潔（食品に細菌を付けないために）
・調理の前や調理中には、手をよく洗い、食器や調理器
　具の消毒（熱湯・塩素系漂白剤など）を行いましょう。
②迅速または冷却
・食品は室温に放置せずに、できる限り早く調理し、
　調理したものは早く食べましょう。
・食品の保管は、５度以下を目安に冷却してください。
③加熱と殺菌
・食品はできるだけ火を通して調理しましょう。
・調理器具の殺菌、消毒は念入りに行いましょう。
　　市・保健医療課（はーとふる内）           ４９-６０５０

学　ぶ

▼ 20 歳以上の方を対象にした「いきいきクッキン
グ教室」を開催します。地元食材や旬の食材を使っ
た手軽でおいしいヘルシーメニューを楽しく学びま
しょう。ぜひご参加ください。
　当日は、塩分測定を行いますので、普段食べてい
るみそ汁をご持参ください。
　　７月 29 日　   10：00 ～ 13：00
　　保健福祉センターはーとふる　調理実習室
　　25 人
　　500 円
　　地元食材や旬の食材を使ったヘルシーメニュー
　　７月 22 日　 までに下記へお申し込みください。
※当日はエプロン、三角巾（またはスカーフ、ハンカチ）、
　筆記用具をご持参ください。
　　留萌市食生活改善推進員協議会
　　（市・保健医療課（はーとふる内））　
 　　４９-６０５０

問

暮らし 温水プール「ぷるも」の一般開放のお知らせ

▼温水プール「ぷるも」は、平成 27 年度も学校プー
ル授業専用として一部を開設します。また、夏休み
期間中は、下記のとおり一般開放を行います。
　一部利用できない設備がありますので、あらかじ
めご理解いただきますようお願いします。
　　開設期間　7 月 27 日　 ～ 8 月 19 日 　
　　休  館  日　土・日曜
　　開設時間　10：00 ～ 15：00
　　　　　　　（12：00 ～ 13：00 は休館）
　　・高校生以下                …無  料
　　・一　般（65 歳未満）…500 円
　　・高齢者（65 歳以上）…300 円

●利用における注意点（抜粋）
・施設内では、スタッフおよび掲示板の指示に従って
　ください。
・使用可能箇所は、2 階 25 ｍプールのみとなります。
・エレベーターは、利用できません。
・健康管理のため 50 分ごとに休憩を取りましょう。
・プール内には、ガラス製品や貴金属の持ち込みは
　できません。また、化粧をした方の入場は、お断
　りしています。
・安全上、小学校 2 年生以下の利用には、プール内
　への保護者の同伴が必要です。
　　市・教育委員会生涯学習課 　　  ４２-０４３５問

日

費

暮らし 夏季における食中毒の予防について

▼収集の申し込みは収集日２日前の 15：00 までに
お願いします。
●７月の粗大ごみ収集日

　・   8 日　　大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町
　・   9 日　　寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台
　・10 日　　見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町
　・22 日　　三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、
　　　　　　花園町、末広町、旭町
　・23 日　　住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川
　　　　　　　町、神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町
　・24 日　　東雲町、緑ケ丘町、南町、潮静、大和田、
　　　　　　 藤山町、幌糠町、中幌、樽真布、南幌、
　　　　　     峠下町、東幌

ご　み 「７月の粗大ごみ収集日」について

日 所

問 申 留萌南部衛生組合　　   ４３-２５５５ 問

日

暮らし 移動献血車「ひまわり号」巡回について

▼輸血用血液は全血液型が不足しています。移動献血
車が巡回しますので、献血のご協力をお願いします。
　　　　巡回日程所

10：00 ～ 11：00

12：30 ～ 14：30

15：00 ～ 16：30

10：00 ～ 16：00

10：00 ～ 16：00

10：00 ～ 12：30

14：00 ～ 16：30

空知商工信用組合留萌支店前

留萌市立病院職員通用口前

保健福祉センターはーとふる前

留萌市役所前

北海道留萌合同庁舎前

留萌開発建設部前

ホーマック・マックスバリュ前

７月６日

７月７日

７月８日

７月９日

日　　時 場　　所

※天候や道路状況により、巡回時刻が変更になる場合
　があります。
　　市・保健医療課（はーとふる内）           ４９-６０５０

学　ぶ

▼留萌産のイカを使用した、暑い夏の時期にぴった
りの「酢イカ」料理講習会を開催します。地元食材
を使った料理を学び食べて、留萌の夏を満喫してみ
ませんか。
　　８月７日　 　9：00 ～
　　10 人
　　1,200 円
　　７月 28 日　 から８月４日　 までに下記へお
　　申し込みください。
　　（日曜を除く）
※当日はエプロン、キャッ
　プ（三角巾）をご持参く
　ださい。

　　風土工房こさえーる　　  ４３-４５５６

「風土工房こさえーる料理講習会」の
ご案内

日
定
費
申

問

「いきいきクッキング教室」に参加
しませんか

問

日
所
定
費
内

暮らし 「るもい呑涛まつり」を開催します

▼夏の一大イベント「るもい呑涛まつり」を開催します。
　前夜祭、本祭の２日間にかけて、さまざまな催し
が行われ、留萌の夏を彩ります。
　また、市内各所では、ビアガーデンなどの協賛事
業も行われ、るもい呑涛まつりを盛り上げます。
●前夜祭
　　７月 24 日　
　　・10：00 ～式典（留萌神社）
　　・11：00 ～在港船慰問（留萌港）
　　・17：30 ～前夜祭（留萌港南岸地区特設会場） 
●本祭（やん衆あんどん）
　　７月 25 日
　　・18：20 ～あんどん出発式（市役所駐車場）
　　・18：45 ～やん衆あんどん市内パレード
　　・21：30 ～フィナーレ
　　るもい呑涛まつり実行委員会（市・経済港湾課）
　　４２-１８４０
問

日
内

日
内

申
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●新しい保険証の交付について
　現在ご使用の保険証の有効期限は、平成 27 年７
月 31 日をもって満了となり、8 月以降は使用でき
なくなります。７月中にオレンジ色の新しい保険証
を交付しますので、お手元に届きましたら現在お持
ちの黄緑色の保険証を破棄し、新しい保険証をご使
用ください。
※新しい保険証の有効期限は、28 年７月 31 日まで
　となります。
※紛失や汚れた場合は再交付しますので、下記まで
　申請してください。
●減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）の
　交付について
　現在ご使用の減額認定証の有効期限は、平成 27
年７月 31 日で満了となり、８月以降は使用できな
くなります。引き続き、交付対象になる方は、７月
中にピンク色の新しい減額認定証を保険証と一緒に
交付しますので、現在お持ちの黄色の減額認定証を
破棄し、新しい減額認定証をご使用ください。
※新しい減額認定証の有効期限は、28 年７月 31 日
　までとなります。
※新たに必要になる方は、下記の表の区分Ⅱまたは
　Ⅰに該当することを確認の上、下記まで申請して
　ください。

　　市・市民課　　 ４２-１８０５
　　北海道後期高齢者医療広域連合     　０１１-２９０-５６０１

▼平成 27 年度の後期高齢者医療保険料は、７月に
個別にお知らせします。また、保険証（被保険者証）
が一斉に更新されます。
●保険料の計算方法

※年度の途中で加入した場合は、加入した月から月
　割で計算します。
※「所得」は、前年の収入から必要経費（公的年金
　等控除や給与所得控除額など）を引いた額です。
●保険料の軽減について
①均等割の軽減（所得が下記の表の金額以下の世帯）
・軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
・被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

②所得割の軽減
・被保険者個人の所得で判定します。

③被用者保険の被扶養者だった方の軽減
・加入したときに被用者保険の被扶養者だった方は、
　所得割はかからず、均等割が９割軽減となります。
※被用者保険とは、主にサラリーマンが加入している
　協会けんぽなどの健康保険のことで、市町村の国民
　健康保険などは含まれません。

家政婦さんをご紹介するために、家政婦さんと
して働いてみたい方の登録を受け付けています。

痛　み
出　血
はれに

家事のお手伝いからお年寄りの介護まで
皆さんの生活をサポートします

家政婦さんをご紹介します

江戸薬局
ハウスキーパーバンク留萌市錦町 3 丁目

☎42-0697 ☎42-0697お問い合わせは 

江戸薬局
グループ 

（江戸薬局内）

第  ②  類 医 薬 品飲んで治す痔のくすり

平成 27 年度の後期高齢者医療保険料の納付と保険証（被保険者証）の一斉更新について税・年金・保険

【均等割】 【所得割】 【１年間の保険料】

１人当たりの額
51,472 円

本人の所得に応じた額
（平成 26 年中の所得－

  33 万円 ）×10.52％

（100 円未満切り捨て）
※１年間の保険料の上限額は
　57 万円です。

９ 割 軽 減

８．５割軽減

５ 割 軽 減

２ 割 軽 減

５ 割 軽 減

33 万円かつ被保険者全員の所得が０円
（年金収入のみの場合は、受給額 80 万円以下）

均等割の年額   　5,147 円

33 万円

均等割の年額   　7,720 円

33 万円＋（26 万円×世帯の被保険者数）

均等割の年額　25,736 円

33 万円＋（47 万円×世帯の被保険者数）

均等割の年額　41,177 円

所得から 33 万円を引いた額が 58 万円
以下の方

減
額
認
定
証
の
交
付
対
象

区分Ⅱ

区分Ⅰ

①世帯全員が住民税非課税である方

世帯全員が住民税非課税である方のうち、
下記のいずれかに該当する方

①世帯全員の所得が０円の方

　（公的年金収入のみの場合は、その受給額
　が 80 万円以下）

②老齢福祉年金を受給されている方

問

▼「国民年金保険料」は納期限までに納めましょう。
　平成 27 年４月から 28 年３月分までの国民年金
保険料は月額 15,590 円です。保険料は、日本年金
機構から送られる納付書で、金融機関や郵便局、コ
ンビニで納めることができます。また、クレジット
カードやインターネットなどを利用した納付のほ
か、口座振替もあります。
　納期限までに納付されない方には、電話や書面な
どで納付の案内を行うほか、指定された期限までに
納付が無い場合は、延滞金が課せられるだけではな
く、納付義務のある方の財産を差押えることがあり
ますので、早めの納付をお願いします。なお、所得
が少ないなど、保険料の納付が困難な場合は、免除・
猶予される制度があります。
　　市・市民課　　　４２-１８０５
　　留萌年金事務所　　　４３-７２１１
問

税・年金・保険
「国民年金保険料」は納期限までに

納めましょう

▼保険料が納め忘れの状態で、万一、障がいや死亡
など不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族
基礎年金が受けられなくなる場合があります。
　経済的な理由などで国民年金保険料の納付が困難
な場合は、「保険料免除制度」や「若年者（30 歳未
満）納付猶予制度」がありますので、住民登録をし
ている各市町村の国民年金窓口で手続きを行ってく
ださい。申請書は窓口に備えてあります。
　平成 27 年度の免除などの受付は 7 月 1 日　 か
ら開始し、27 年 7 月分から 28 年 6 月分までの期
間を対象として審査を行います。
　また、26 年 4 月から法律が改正され、2 年１カ
月前の月分までさかのぼり、免除申請を行うことが
できるようになりました。
　　市・市民課　　　４２-１８０５
　　留萌年金事務所　　　４３-７２１１
問

税・年金・保険
「国民年金保険料免除などの申請」に

ついて

▼介護保険制度では、65 歳を迎えると第１号被保
険者となり、市が定めた介護保険料を納めていただ
くことになります。
　誕生月の前月にピンク色の被保険者証を交付しま
すので、大切に保管してください。後日、月割計算
した介護保険料の納付書を郵送しますので、下記の
例を参考に期日まで納めてください。
◎例：今年７月２日に 65 歳になる方の月割計算
　年額 54,100 円（第５段階：世帯の中に市民税課
税者がいて、本人は市民税非課税で本人所得＋年金
収入の合計が 80 万円を超える方）
※ 54,100 円÷ 12 カ月×９カ月＝ 40,574.99 ≒ 40,500 円

税・年金・保険 65 歳を迎えた方の介護保険料について

●年金からの天引きについて
　年金からの天引きは、誕生日によって天引き開始
月が異なります。また、年金からの天引きになる前
は、納付書払いになります。

　介護保険料について不明な点は、第 1 号被保険
者の方は市・介護支援課に、第 2 号被保険者（40
歳から 64 歳まで）の方はそれぞれの医療保険の保
険者にお問い合わせください。
　　市・介護支援課（はーとふる内）　　 ４９-６０７０問

平成 27 年４月２日から 10 月１日
までに 65 歳になる方

平成 27 年 10 月２日から 28 年４月
１日までに 65 歳になる方

平成 28 年４月の
年金から開始

平成 28 年 10 月の
年金から開始

第 １ 期

第 ２ 期

第 ３ 期

第 ４ 期

第 ５ 期

第 ６ 期

第 ７ 期

第 ８ 期

納　期　限

平成 27 年   7 月 31 日

平成 27 年   8 月 31 日

平成 27 年   9 月 30 日

平成 27 年 11 月    2 日

平成 27 年 11 月 30 日

平成 27 年 12 月 25 日

平成 28 年  2 月  1 日

平成 28 年  2 月 29 日

保 険 料

5,500 円

5,000 円

5,000 円

5,000 円

5,000 円

5,000 円

5,000 円

5,000 円

平成 27 年度
介護保険料

40, 500 円

問

問

問
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▼ハローワーク留萌では、ＯＡ経理科の受講生を募
集しています。ＯＡ経理科では、簿記会計および、
パソコン操作による事務処理について知識と技能を
習得し、再就職を目指します。
　　募集期間　７月８日　 ～８月７日
　　訓練期間　９月２日　 ～ 11 月 30 日　　
　　留萌地域人材開発センター（パワスポ留萌）
　　15 人
　　受講料は無料
　　※テキスト代、各種検定受験料は別途
　　ハローワーク留萌　　 ４２-０３８８

▼市民ボランティア蒼い海では、ゴールデンビーチ
るもいの海浜清掃ボランティアに参加する方を募集
しています。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
　　７月　  日・　  日・　  日・25 日
　　８月　  日・　  日・　  日・22 日
　　９月　  日・　  日
　　いずれも土曜日　8：00 ～ 9：00
※ラジオ体操のあと、海浜清掃を行います。
※火バサミ・ごみ袋は蒼い海で用意します。
　　蒼い海（鵜城雪子代表）　　　４２-３５７５

広報るもい　平成 27(2015) 年 ■７月号広報るもい　平成 27(2015) 年 ■７月号

 留萌市以外から
 のお知らせ

蒼い海の海浜清掃ボランティアに
参加しませんか

日

問

 留萌市以外から
 のお知らせ 「ＯＡ経理科受講生募集」のご案内

日

費

所

問

英数塾
ラ　ス

LAS 受講生募集
留萌市沖見町3丁目

TEL(0164)42-1743

【小学生：英（小４～６）・算・国】
【中学生：英・数・国・理・社】
【高校生：英・数・古典・化学・生物など】

●原則２人までの個別指導
●通年受講 ●各講習（春期・夏期・冬期）
●算数・数学・英語（小４以上）受講体験 　  分無料45

申し込
み

随時！
申し込

み

随時！
※受講料や受講時間などの詳細は面談にて説明します。ご希望の方は、上記までご連絡ください。※受講料や受講時間などの詳細は面談にて説明します。ご希望の方は、上記までご連絡ください。

 留萌市以外から
 のお知らせ

▼国民年金基金は、自営業の方など国民年金の第１
号被保険者で、保険料を納めている 60 歳未満の方
が加入できる国民年金の上乗せ年金として、創設さ
れた公的な年金制度です。
　平成 25 年 4 月から 60 歳以上 65 歳未満の方で、
国民年金に任意加入している方も加入できるようにな
りました。詳しくは、下記までお問い合わせください。
　　北海道国民年金基金
　　０１２０-６５- ４１９２（フリーダイヤル）
問

「国民年金基金」をご存知ですか

▼自衛隊では、自衛官候補生、幹部候補生などを募
集しています。
●自衛官候補生、一般曹候補生の募集
　　18 歳以上 27 歳未満の方
　　８月１日 　 ～９月８日
※自衛官候補生の男子は、年間を
　通じて募集しています。
●その他、学生等の募集
　幹部候補生／陸上自衛官（看護）／
　防衛大学校学生／予備自衛官補など
　応募資格など詳しくは、自衛官募集のホームページ

（http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/） ま た は、
下記までお問い合わせください。
　　自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所
　　４２-４６５０

 留萌市以外から
 のお知らせ

平成 27 年度「自衛官等」の募集の
ご案内

日

問

▼留萌開発建設部では、留萌管内８市町村と宗谷管
内幌延町で治水や道路、港湾整備、農業農村整備な
どの事業を進めています。
　詳細は、留萌開発建設部ホームページ（http://
www.rm.hkd.mlit.go.jp/）をご覧ください。

※予算額は端数処理しており、合計は一致しない場合があります。
　　留萌開発建設部技術管理課  　　４２-２３１２

 留萌市以外から
 のお知らせ

平成２７年度「留萌開発建設部事業費
総括および留萌市関連事業」について

問

 留萌市以外から
 のお知らせ

▼「北海道苦情審査委員」制度は、北海道が行った
業務や制度の内容を審査する制度で、苦情審査委員
が必要な調査などを行い、業務に不備な点や制度に
問題があった場合は、是正や改善を求めます。
　皆さん自身の利害に係わる苦情であれば、苦情審
査委員に申し立てを行うことができます。苦情申立
は、下記へご相談ください。
　　北海道総合政策部知事室道政相談センター
　　０１１-２０４- ５５２３
　　留萌振興局総務課  　　４２-８４０２

問

「苦情審査委員」制度をご存知ですか

事 項

治 水

道 路

港 湾 整 備
都 市 水 環 境
農業農村整備
水産基盤整備
合 計

平成 26 年度
予 算 額

2,293

8,889

796
135
438
659

13,209

平成 27 年度
予 算 額

2,652

9,642

847
143
451
256

13,991

平成 27 年度留萌市関連の主な事業

（対前年度比：1.059）

・留萌川河口部改修
・留萌ダム管理用発電設備整備
・深川留萌自動車道留萌トンネル（Ｌ＝ 830 ｍ）
・深川留萌自動車道留萌大橋上部（Ｌ＝ 339 ｍ）
・一般国道 232 号春日路肩拡幅（Ｌ＝ 2,340 ｍ）
・留萌港建設

対
申

▼「サマージャンボ等宝くじ」の収益金は、市町村
の明るく住みよいマチづくりに使われます。
　　・サマージャンボ宝くじ
　　　１等：５億円× 23 本／前後賞各：１億円× 46 本
　　　（発売総額 690 億円・23 ユニットの場合）
　　・サマージャンボミニ 7000 万
　　　１等：7,000 万円× 110 本
　　　（発売総額 330 億円・11 ユニットの場合）　
　　発売期間　７月８日　 から７月 31 日 　まで
　　抽せん日　８月 11 日　 ／支払開始日　８月 17 日
　　公益財団法人北海道市町村振興協会
　　０１１-２３２- ０２８１

 留萌市以外から
 のお知らせ 「サマージャンボ等宝くじ」発売のご案内

問

内

 留萌市以外から
 のお知らせ

▼旭川弁護士会では、留萌市、増毛町、小平町、苫
前町、羽幌町、初山別村に住む方を対象に巡回無料
法律相談会を開催します。
　相談会に参加するためには、前日までに下記へ予
約が必要です。参加予約は、先着順となります。
　　７月 22 日　  13：00 ～ 16：00（30 分× 6 枠分）
　　羽幌町立中央公民館　
　　旭川弁護士会　　　 ０１６６-５１- ９５２７

日
所
問

「留萌管内巡回無料法律相談会」の
ご案内▼留萌保健所では、地域住民のこころの健康の保持

向上を図るため、こころの健康相談を実施します。
　事前予約制となります。詳しくは、下記へお問い
合わせください。
　　７月７日／８月４日／９月１日／ 11 月 10 日／　　
　　12 月１日／１月 12 日／２月２日／３月１日　　
　　いずれも火曜日 　15：00 ～ 17：00
　　留萌保健所相談室
　　留萌保健所　　  ４２-８３２７

 留萌市以外から
 のお知らせ

問

平成 27 年度「こころの健康相談」
開設のご案内

日

所

▼国立宮古海上技術短期大学校では、オープンキャ
ンパスの参加者を募集しています。
　オープンキャンパスでは、施設見学や操船シミュ
レータ体験、ロープ実習、体験航海などを行います。
　申込方法や資料請求など詳しくは、下記へお問
い合わせいただくかまたは、大学校ホームページ

（http://www.miyako.mtea.ac.jp）をご覧ください。
　　７月４日　 ・25 日　 ／９月５日
　　国立宮古海上技術短期大学校教務課
　　０１９３-６２- ５３１６

 留萌市以外から
 のお知らせ

「 国 立 宮 古 海 上 技 術 短 期 大 学 校 」 の
オープンキャンパスに参加しませんか

問
日

定

オロロンひまわり基金法律事務所

231231

至

　留
萌
駅

留萌信用金庫本店

オロロンひまわり基金法律事務所
　　　　　（信和商事ビル２階４号室）

▼平成27年度留萌市文化賞候補者と留萌市文化奨
励賞候補者の推薦を、下記のとおり受け付けます。
　　提出期限　７月31日　 まで
　　表 彰 日　「文化の日」11月３日      　　　
　　いずれも長年にわたり留萌市文化の進展に著しく貢
　　献し、推薦時に10年以上活動している個人および
　　団体。また、第三者からの推薦を受けること。
　推薦の方法など詳しくは、下記までお問い合わせ
ください。
　　市・教育委員会生涯学習課 　　 ４２-０４３５問

その他 「 留 萌 市 文 化 賞・ 文 化 奨 励 賞 」 の
推薦受付について

対

（予算額単位：百万円）

問

４
１
12

11
８
26

18
15
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■  あなたの食事は大丈夫？ ■

からだ こころすこやか イキイキすこやか イキイキ

7  月
【おはなし玉手箱】乳幼児向けおはなし会

　　　  　 ・10 日　 11：00 ～「のりもの」
　　　     ・25 日　 11：00 ～「うみ」

【映画会】　　　　・ 11 日　  10：30 ～
　　　　　「トムとジェリーキッズ　わんぱく協奏曲」（アニメ・50 分）
　　　　・ 12 日 　    10：30 ～「水戸黄門」（邦画・88 分）

　　市・保健医療課（はーとふる内） 　　  ４９-６０５０問

17

はーとふる

「禁煙しよう」

健康コラム
保健福祉センターはーとふる ☎49-6050

　メタボリックシンドローム（メタボ）
というと、食べ過ぎや過度のアルコー
ル摂取による肥満、偏った食事や運動
不足などが主な原因ですが、喫煙の習
慣もメタボに大きく関係があり、発症
リスクを高める一因になっています。
　喫煙は、メタボを作り出すだけでは
なく、メタボの人が喫煙することによ
りその影響は一気に増大します。特に
心疾患の発症リスクは3倍も高くなり
ます。1日の喫煙本数が多いほど危険
度が増すこともわかっています。
　メタボ改善のためには、「禁煙」も
近道の１つです。「本数を少なくする」
「ニコチン・タールの含有量が低いた
ばこにする」ではなく、「禁煙」が必
要です。
　たばこは「百害あって一利なし」で
す。ぜひ禁煙に取り組みましょう。

たけうち内科循環器内科医院７月 12 日の
日曜当番医院

高砂町３丁目   ☎42-8820　9：00～17：00
※上記以外の日曜日・祝日および夜間の診療はかかりつけの病院・医院へお問い合わせください。
※市立病院は二次医療病院として、全ての土曜日・日曜日・祝日・夜間に対応しています。

対象は１歳６カ月以上の子どもです（１歳６カ月に関わらず、上
の歯が４本以上生えていて希望する場合はご相談ください）

２日㈭ 10：00～11：00 13：00～15：30

●フッ化物塗布　　　　  予約制で料金は１回500円です

高齢者対象の筋力アップ体操　～時間内出入り自由～

毎週月曜日 10：00～12：00
13：30～15：30

毎週金曜日

●ピンピンからだ広場　　20日 　　は休みです　　　　  　

乳幼児の発育・発達などについてご相談ください

２日㈭ 　9：30～11：30 13：00～15：00

●母子健康・栄養相談（乳幼児）

※各種予防接種やがん検診は、広報るもい 4月号に折り込みした用紙
（レモン色）「留萌市保健予防事業一覧」をご参照ください。
※保健福祉センターはーとふるでは随時、電話や来所での相談を受け
付けていますので、お気軽にご相談ください。

●一般健康・栄養相談（乳幼児～成人）
年齢を問わず健康相談を行います

23日㈭ 　10：00～11：30 住之江児童センター
30日㈭ 　13：00～15：00 幌糠コミュニティセンター

   7日㈫ ３　歳　児（24年 6月生）
【受付】　
13：00　
～13：30

   8日㈬ １歳６カ月児（25年  12月生）
14日㈫ ４ カ 月 児（27年   3月生）
15日㈬ ９ カ 月 児（26年 9月生）

●乳幼児健診　　　対象児には事前に文書でお知らせします

【開館時間】 9：00～17：00／9：00～20：30（水・木）
　　　　　　※20：00以降は入館できません

７
月
の
イ
ベ
ン
ト

休館日�月曜日・祝日るもい健康の駅 ☎43-8121
※各イベントは、申し込みが必要です。詳しくは、るもい健康の駅ホームページ（http://www.cohortopia.jp/eki）をご確認ください。

　　　　●後期基礎老年医学講座　新規受講生　募集中
　　　　　料金：１講座　500 円　※ふまねっとサポーター・インストラクター、認知症サポーター無料
　　　　　お申し込み・お問い合わせは、るもい健康の駅まで

４日
11 日
25 日
28 日

救急蘇生法とＡＥＤ体験講習会
基礎老年医学講座①「身体の仕組みと老化」　    講師 : 札幌医科大学 教授  小海 康夫　氏
基礎老年医学講座②「神経疾患（脳卒中など）」講師 : 札幌医科大学 教授 小海 康夫　氏
認知症サポーター養成講座

13:00 ～ 14:30
  9:30 ～ 11:30
  9:30 ～ 11:30
13:00 ～ 14:30

広報るもい　平成 27(2015) 年 ■７月号広報るもい　平成 27(2015) 年 ■７月号

働くことを練習しよう

見学もできます。お気軽にお電話を。 E-mail chao@bz03.plala.or.jp

北海道知事指定障がい福祉サービス事業所

☎43-3888
留萌市見晴町2丁目27番地（中央公民館内）

働くことを練習しよう

E-mail chao@bz03.plala.or.jp☎43-3888

ちゃおは、障がいのある方がさまざまな
日中活動をしながら就労を目指す場所です。

開店時間が30分
　早くなりました。

テイクアウト専門
コーヒーショップキートス

営業時間 10：00～15：00
（月～金曜日）

営業時間 10：00～14：00
（月～金曜日）

（中央公民館内） （市立病院内）

手だてで淹れた本格コーヒーをお楽しみください
NPO法人

　近年では、日本の献立が欧米化し、エネルギー
や脂質のとり過ぎによる生活習慣病の増加が懸
念されています。
　主食はご飯で、副食が旬の水産物や農産物な
ど多様な食材を使用した、栄養バランスに優れ
ている「日本型食生活」に近づくように、でき
るだけ家庭で手作りした料理を食べることが理
想的です。しかし、ライフスタイルや職種など
が多様化した現代社会では、便利な外食や市販
食品を利用する機会が増えています。
　摂取エネルギーの過剰、脂肪・塩分のとり過
ぎになりがちな外食や市販食品でも、少し工夫
することでバランスのよい食事に近づけること
ができます。（図１）

●「栄養成分表示の店（ヘルシーレストラン）」をご存知ですか
　北海道では、レストランや定食屋などの外食料理店、惣菜店、コンビニエンスストアに対して「栄
養成分表示の店（ヘルシーレストラン）」の登録推進を呼びかけ、ステッカーを配布しています。
　留萌管内では 53 店舗、留萌市内では 17 店舗が登録されています（平成 27 年１月 13 日現在）。
登録店では、エネルギーや塩分などの栄養成分の表示しているほか、健康に配慮したメニューの提
供などに取り組み、市民に適正な栄養情報を提供しています。このような情報を上手に利用し、お
いしい食べ物を楽しく食べて、健康にも配慮していきましょう。
　「栄養成分表示のお店」の詳細については、留萌振興局保健環境部健康推進課（ 電話：４２
- ８３２６）へお問い合わせいただくか、留萌振興局ホームページ（http://www.rumoi.pref.
hokkaido.lg.jp/）をご覧ください。

▲図１　外食、市販食品を食べるときの工夫

７月の休み　
・  6 日　  月曜休館　
・13 日　  月曜休館
・20 日　  月曜休館
・27 日　  月曜休館
・31 日 　 館内整理のため休館

栄 養 バ ラ ン ス
アップ

＆
野菜不足の解消

脂肪のとり過ぎ

防止

減　塩

・単品料理より定食
・煮物やお浸し、サラダなどの野菜
　料理または、大豆製品をプラス

・食材の種類が多いメニューを選ぶ
・牛乳やヨーグルトをプラス

・エネルギーが少なく、野菜や魚、
　大豆製品、海藻などを使った和
　食メニューを選ぶ

・添えてあるドレッシングの量を減らす

・めん類の汁やスープは飲み干さない
・味付けしている料理に、ソースや
　しょうゆをさらにかけない

・汁物は具だくさんの物にする



18

問   ＮＰＯ法人  留萌観光協会� ☎ 43-6817

6シリーズ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
留
萌
観
光
協
会

は
、
市
の
観
光
施
設
で
あ
る
海

の
ふ
る
さ
と
館
と
ゴ
ー
ル
デ
ン

ビ
ー
チ
る
も
い
、
千
望
台
な
ど

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
維
持

管
理
や
環
境
整
備
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
を
は
じ
め
道
内

外
の
物
産
市
や
地
場
産
品
販
売

イ
ベ
ン
ト
、
飲
食
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
参
加
し
、
留
萌
の
農
産
物

や
海
産
物
、
水
産
加
工
品
な
ど

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

留
萌
観
光
協
会
事
務
局
長
の

佐
藤
雄
一
郎
さ
ん
は
、「
留
萌

の
観
光
施
設
に
は
毎
年
、
旭
川

や
札
幌
な
ど
道
内
を
は
じ
め
、

東
京
や
神
奈
川
、
広
島
、
沖
縄

な
ど
全
国
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か

ら
35
万
人
以
上
の
方
が
訪
れ
、

海
水
浴
や
景
観
、
食
事
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
留
萌
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
が
、
米
や
糠

ニ
シ
ン
、
カ
ズ
ノ
コ
な
ど
は
有

名
で
、
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま

す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

留
萌
観
光
協
会
で
は
、
平
成

25
年
か
ら
留
萌
の
夏
の
催
し
を

掲
載
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
用
の
広
報

宣
伝
う
ち
わ
を
作
製
し
、
市
内

外
の
イ
ベ
ン
ト
で
来
場
者
に
配

布
し
て
い
ま
す
。「
ま
ず
は
、

多
く
の
方
に
留
萌
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
留
萌
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
で

す
。
観
光
で
訪
れ
る
方
の
目
的

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
気
持
ち

よ
く
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と

ＮＰＯ法人  留萌観光協会

佐
さ と う

藤　雄
ゆういちろう

一郎　さん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

留
萌
観
光
協
会

▲道外のイベントにも参加し、留萌の農産物や海産物をＰＲ

市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ

お
も
て
な
し
で
フ
ァ
ン
の
拡
大
を

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
お
客
さ
ん
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
行
動
し
て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
し
、
自
分

自
身
の
お
も
て
な
し
の
仕
方
な

ど
を
振
り
返
り
、
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　
「
夏
の
留
萌
は
、
海
水
浴
や

美
し
い
夕
日
、
海
産
物
な
ど
魅

力
的
な
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
方
に
留
萌
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
意

欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

市
内
観
光
施
設
の
開
館
時
間

な
ど
に
つ
い
て
は
、
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

明るく笑顔のキャッチボール
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留 萌 市 � アンテナ情 報
■下記以外のお問い合わせ
　総　務　課	 ☎42-1801
………………………………
■市の財政、地籍調査など
　財　務　課	 ☎42-1813
………………………………
■道市民税など
　税　務　課
　　市民税係	 ☎56-5004
………………………………
■固定資産税など
　その他の係	 ☎42-1804
………………………………
■広報、町内会、市民活動など
　政策調整課	 ☎42-1809
………………………………
■農業、漁業、水産加工業など
　農林水産課	 ☎42-1837
………………………………
■商工業、観光、港湾など
　経済港湾課	 ☎42-1840
………………………………
■生活保護、障がい者福祉など
　社会福祉課	 ☎42-1807
………………………………
■戸籍、各種証明、国保・後期、
　医療費助成など
　市　民　課	 ☎42-1805
………………………………
■道路、公園など
　都市整備課	 ☎42-2010
………………………………
■市営住宅、建築確認申請など
　建築住宅課	 ☎42-2025
………………………………
■上下水道の料金・トラブルなど
　上下水道課

　上水道係	 ☎42-5151
　下水道係	 ☎42-2049

………………………………
■公衆衛生、市営墓地など
　環境保全課	 ☎42-1806
………………………………
■市内の小中学校など
　学校教育課	 ☎42-3006
………………………………
■児童手当、保育園など
　子育て支援課	 ☎42-1808
………………………………
■社会教育、スポーツなど
　生涯学習課	 ☎42-0435
………………………………
■健康づくり、介護保険など
　保健医療課	 ☎49-6050
　介護支援課	 ☎49-6070
………………………………
■るもい健康の駅など
　コホートピア推進室

	 ☎56-1535
………………………………
■広域ごみ処理、粗大ごみなど
　留萌南部衛生組合	
	 ☎43-2555

主な電話番号

朝　8：05～8：10
夕　5：05～5：10

広報るもいは再生紙を使用しています

留萌市情報プラザ
災害時は 76.9MHz
留萌市とエフエムもえるは
災害協定を結んでいます

毎週

月～金
曜日

FM 76.9MHz
エフエムもえる

納 税 に つ い て

人口と世帯数 平成２７年５月末現在

・総人口	 ２２，６８１	 人 	（－　５９ 人 ）
・　男	 １０，８０９	 人 	（－　３２ 人 ）
・　女	 １１，８７２	 人 	（－　２７ 人 ）
・世帯数	 １１，８９６	世帯	（－　３４世帯）

※（　）内は前月比

人 口 動 態 平成２７年５月末現在

・出　生… ……１１人
・死　亡… ……２１人

・転　入… ……３６人
・転　出… ……８３人

市長とホットライン（FAX）

市民の声メール koucyou@e-rumoi.jp
0120-223-846

あなたが知りたい「市政のいろいろ」、市の職員が直接
出向いてわかりやすくご説明します。

お申し込み・お問い合わせは☎42‐1809まで

　毎月１回、市民の皆さんと市長との対話の機
会を設けています。参加人数、話題、形式は問
いません。また、事前の受付もいりません。時
間内であれば、いつでもお越しください。

お気軽に申し込みください
お茶の間トーク

市役所あての郵便物は下記郵便番号とあて名
（留萌市役所・担当課）で届きます。

〒077-8601 留萌市幸町１丁目11番地

ホームページ	http://www.e-rumoi.jp/

e-メール	 kikaku@e-rumoi.jp

日  ７月８日　  9：00～17：00
所  市役所 市長室
問  市・政策調整課 ☎42-1809

困ったときは
相談しましょう
■市民相談

市民課
☎56-5003

……………………………
■健康・栄養相談

保健福祉センターはーとふる
☎49-6050

……………………………
■教育相談電話

学校教育に関すること
教育委員会学校教育課

☎42-3006
……………………………

児童福祉に関すること
教育委員会子育て支援課
家庭児童相談室

☎42-1808
……………………………

社会教育に関すること
教育委員会生涯学習課

☎42-0435
……………………………
■高齢者に関する相談

地域包括支援センター
☎49-6060

……………………………
■防災相談

総務課
☎56-5005

●今 月 納 期 の 市 税	 ・固定資産税　２期
　 　 　 　 　 　 　 　・国民健康保険税　１期
	 　　　納期限　７月 31 日
●夜間納税相談窓口	 ７月 23 日　 20：00まで
●休日納税相談窓口	 ７月 26 日 　9：00 ～ 17：00

留萌市市民憲章
　わたくしたちは美しい日本海と留萌川にそう山々の緑にかこま
れた留萌の市民です。港を中心に栄える産業都市、豊かで健康な
文化都市がわたくしたちのねがいです。このねがいを実現するた
め市民憲章をさだめます。
１　海の資源や山の緑を大切にして美しい市

まち
にしよう。

１　人に迷惑をかけず公共の物を大切にして清潔な市
まち

にしよう。
１　きまりを守り、みんなでたすけ合う秩序ある市

まち
にしよう。

１　働くことによろこびをもって、仕事に精を出し豊かな市
まち

にしよう。
１　丈夫なからだとあかるい心をもち、平和な市

まち
にしよう。

市長とフリートーク
してみませんか？

▲市の木「アカシア」

▲市の花「ツツジ」

広報るもい　平成 27(2015) 年 ■７月号広報るもい　平成 27(2015) 年 ■７月号
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■
編
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株
式
会
社
留
萌
新
聞
社　

■
印
刷　

白
鴎
印
刷
株
式
会
社

「三省堂書店を応援し隊」は、本の魅力や楽しさをひとりでも多くの方にお伝
えし、地域とのつながりを大切にして、さまざまな活動に取り組んでいます。

三省堂書店を応援し隊
インフォーメーション

■お問い合わせは　三省堂書店を応援し隊 事務所（留萌ブックセンター）☎43-2255

●日時　７月14日㈫ 18:30～
●場所　留萌ブックセンター

おとなのためのおはなし会

●日時　７月26日㈰ 14:00～
●場所　留萌ブックセンター

こどもたちによるこどもたちへのおはなし会

今月の
主な活動
　ご紹介

　市内の小学生が絵本や詩を読んでくれる「こどもたちによる
こどもたちへのおはなし会」にぜひご参加ください！
　第 11 回の読み手は、潮静小学校４年生の中江真翔君です。

※小学生の読み手を募集しています。下記までご連絡ください。


